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與謝野 晶子 訳 



すずむし は 釈迦牟尼 仏の おん 弟子の 君 

きょ 

のためにと 秋を浄 むる (晶子) 

夏の 蓮の 花の 盛りに、 でき 上がった 入道の 姫宮の 御 

持 仏の 供養が 催される ことにな つた。 御 念誦 堂の いつ 

さいの 装飾 と 備え 付け の 道具 は 六条院 のお 志で 寄進 さ 

れ てあつた。 柱に かける 幡な ども 特別に お選びに なつ 

しなに しき 

た 支那 錦で 作られて あった。 紫 夫人の 手 もとで 調製 さ 

かき おお か こ 

れた花 机の 被い は 鹿の子 染め を 用いた ものであるが、 

色 も 図柄 も 雅味に 富んで いた。 帳 台の 四方の 帷を皆 



述べられ てあつた。 朝夕に 読誦され る 阿弥陀経 は 支那 

おぼしめ かんや 

の 紙で はもろ くて いかが かと 思 召され、 紙屋 川の 人 を 

お呼び寄せ になり 特にお 漉 かせに なった 紙へ、 この 春 

ごろから 熱心に 書いて おいでにな つたこの 経 巻 は、 片 

端 を 遠く 見て さえ 目が くらむ 気の される もので あ つ た _ 

鄞に 引いた 黄金の 筋よりも 墨の 跡が はるかに 輝いて い 

た。 軸、 表紙、 箱に 用いられた 好みの 優雅 さは こと さ 

じん げそく 

ら にいう まで もない。 この 巻き物 は 特に 沈の 木の 華 足 

の 机 に 置いて、 仏像 を 安置した 帳 台の 中に 飾って あつ 

ぎょうこう 

た。 堂の 準備が できて 講師が 座に 着き 行 香 をす る 若 

い 殿上人な どが 皆 そろった 時に、 院も その 仏間の ほう 



ので あつたが、 その 方 を 可憐にば かりお 思われに なつ 

た。 昔の 鴛鴦の 夢の 跡の 仏の 御座に なって いる 帳 台が 

御簾 越しに ながめられ るの も院を 物悲しく おさせす る 

ことで あ つ た。 

「こんな 儀式 を あなたの ためにさせる 日が あろうな ど 

と は 予想 もしなかった ことです よ。 これ はこれ として 

はす むつ 

来世の 蓮の 花の 上で は 睦まじく 暮らそうと 期して いて 

ください」 

と 言って 院は お泣きに なった。 

まち -19 ま サ *LJ 

蓮 葉 を 同じうて なと 契りお きて 露の 分かる る 今日 



ぞ 悲しき 

すす リ 

硯 に 筆 をぬ らして、 香 染めの 宫の 扇へ お書きに なつ 

た。 宫が 横へ、 

隔てな く 1 連 の 宿 をち ぎりても 君が 心 やすま じと 

すらん 

こうお 書きに なると、 

「そんなに 私が 信用して いただけない のだろう か」 

笑いながら 院は 言つ ておいで になる ので あるが 身に 



「おなじく は」 (あたら 夜の 月と 花と を 同じく は 心 

知られん 人に 見せば や) 

とあった。 

「自分 はたい そうにせ ず ともよい 身分で いて、 閑散な 

きげん 

御 境遇で いら つ しゃる 院の 御機嫌 を 伺いに 上がる こと 

を あまりし ない 私の 怠惰 を、 お忍びの あまりに なって 

くだす つたお 手紙 だからお それお おい」 

と 六条院 はお 言いに なって、 にわかな ことで は ある 

が 冷泉 院へ 参られる ことにな つ た。 
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